
20日

よい風習を育て
住みよい環境をつくる。

交通規則を守り、事故をお乙さないようにする。

家の内外をきれいにし、気持ちのよい環境をつく

る。(大洲市民憲章)

市県民税

昭和 50年 8月

。。

第 234号

市の人口(8月1日)
人口 38，402人
男 18，288人女
世帯数 10，490世帯
面積 240.93平方キロメートル

発行大洲市役所

編集企画広報課

20，114人

(1) 

児
童
の
増
加
な
ど
に
作
っ
て
、
昭
和
一
と
プ
l
ル
が
完
成
し
ま
し
た
。
一
派
な
も
の
で
、
二
学
期
か
ら
と
の
新
レ

四
十
九
年
十
二
月
か
ら
、
平
小
学
校
(
一
校
舎
は
、
鉄
筋
三
階
建
、
延
千
二
百
一
い
校
舎
で
学
習
し
ま
す
。

大
洲
市
纏
森
)
の
施
設
整
備
事
業
を
進
一
八
十
八
平
方
メ
ー
ト
ル
、
普
通
教
室
、
一
プ
l
ル
は
二
百
七
十
五
平
方
メ
1
ト

め
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
校
舎
一
六
室
、
特
別
教
室
王
室
の
近
代
的
な
立
一
ル
(
二
十
五
メ
ー
ト
ル
、
五
コ

1
ス
)

で
、
さ
っ
そ
く
子
ど
も
た
ち
が
水
し
ぶ

き
を
あ
げ
て
喜
ん
で
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
グ
一
フ
ワ
シ
ド
の
整
備
や

体
育
館
の
建
設
を
行
い
、
本
事
業
の
完

了
は
来
年
三
月
の
予
定
で
す
。

な
お
、
乙
の
プ
ー
ル
の
完
成
で
、
市

内
の
小
学
校
十
王
校
、
中
学
校
九
校
の

校
R

す
べ
て
に
ア
ー
ル
が
完
成
し
ま
レ
た
。

学平たつな装新

2期
議選ll!l傘;鰻議集

昭
和
五
十
一
居
住
す
る
十
'
小
学
生
以
上
)
一
・
記
章
を
、
小
・
中
学
校
の
部
の
三
等
ク
三
芳
な
年
数
査
で
も
、
年
金
が
受
ゆ
ら
れ
一
協
力
を
得
て
、
必
身
障
害
者
の
雇
用
促

年

国

勢

調

査

一

三

、

応

募

方

法

一

当

選

者

に

は

、

賞

品

・

記

念

品

を

出

一

四

等

少

二

O
名
一
な
く
な
り
ま
す
。
一
進
の
向
上
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

の

広

報

の

二

付

応

募

点

数

は

、

一

人

一

点

と

す

る

一

す

。

一

五

、

締

め

切

り

一

ζ
の
よ
う
な
と
と
が
な
い
よ
う
に
、
一
し
か
し
な
が
ら
、
必
ず
し
も
+
分
と

つ
と
し
て
、
一
同
応
募
用
紙
は
「
官
製
は
が
き
」
一
。
一
般
の
部
一
昭
和
五
十
年
十
月
一
目
保
険
料
の
特
別
納
付
持
例
に
よ
っ
て
新
一
は
言
え
な
い
現
状
で
す
。

県
民
の
喜
一
一
人
一
審
(
ア
ラ
ビ
ア
数
字
)
二
等
三
O
、
8

0
円
一
名
一
(
当
日
消
印
有
効
二
規
加
入
容
器
保
険
斜
の
払
い
込
み
一
労
働
省
在
、
書
障
害
者
雇
用
促

と

男

を

得

一

寸

|

1

J

1

I

l

-

-

-

i

一

六

、

応

募

先

一

;

の

十

二

月

三

十

百

ま

で

に

一

進

強

調

月

聞

を

号

、

富

害

者

一

一

リ

者

-

一

す

れ

ば

受

給

権

が

で

き

る

道

が

開

か

れ

一

の

雇

用

促

進

を

国

民

的

運

動

と

し

て

、

る
た
め
愛
媛
一
一

O

O

学

松

山

市

一

番

町

四

丁

目

章

二

て

い

ま

す

。

一

全

国

的

に

富

す

る

と

と

に

な

り

ま

し

県

の

人

口

予

一

白

一

回

∞

∞

∞

露

便

番

号

究

o二
詳
し
い
こ
と
は
市
民
課
年
金
係
へ
と
た
。

想
数
を
募
集
一
関
一

1

0

0

0

0

)

歳
愛
媛
県
企
画
調
書
統
計
調
査
課
一
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
)
月
間
中
、
霊
安
定
所
で
は
、
事
業

計

事

一

時

一

閉

山

∞

∞

な

名

∞

器

∞

(

参

考

)

人

口

懸

賞

喜

一

心

E
3
1
一

轄

軒

目

白

諸

島

噴

一

化

一

切

県

が

在

O

過
去
三
回
の
国
勢
調
査
愛
媛
県
人
口
一
促
進
強
調
月
間
一
者
の
事
盲
立
に
つ
い
て
の
相
談
、
各

町

和

平

一

一

酬

搬

閉

山

氏

麟

(

輔

は

次

の

と

お

り

で

す

。

一

3
1
B
1
9月
叩
目
一
種
援
護
助
成
制
度
の
相
撃
を
積
極
的

年

十

月

百

一

一

L

Z

&

ι

ら

昭

和

三

十

五

年

了

震

障

害

者

雇

雇

進

法

」

が

制

一

郡

白

取

は

れ

日

T
す
か
ら
せ
い

国

勢

調

査

に

一

と

む

つ

|

|

」

引

引

出

別

配

一

、

五

0
0、
六
八
七
人
一
定
さ
れ
て
+
毒
に
な
り
ま
す
。
と
の
一
:
荷
量
豊
定
所
、

よ
る
愛
媛
県
一
白
記
入
方
法
、
右
の
と
お
り
と
す
士
一
一
等
豆
、

0
0
0円
昭

和

四

+

年

一

間

関

係

機

関

や

霊

主

の

ご

理

解

、

ご

一

電

話

四

1
三
一
九
一

の

人

口

一

る

。

一

四

等

記

念

品

一

、

四

四

六

、

三

八

四

人

二
、
募
集
資
一
回
、
賞
状
及
び
賞
金
(
品
)
一
伺
小
・
申
学
校
の
部
昭
和
四
十
五
年

格

一

H
当

選

者

に

は

賞

状

を

出

す

。

一

一

等

副

賞

一

、

四

一

八

、

一

二

四

人

愛
媛
県
に
一
口
一
般
の
部
の
当
選
者
に
は
、
賞
金
一
一
一
等

9

一
か
ら
二
級
(
申
度
)
に
相
当
す
る
一

司己
u
h
噌
圭
ト
に
邑
主
巴
ド
比
1

一
程
度
の
障
害
を
有
す
る
児
童
に
一

引
叩
ノ

3
E
ニ

ι寸・
4

」一
z
q
J
-
一

一

、

主

一

一

一

拡

大

さ

れ

ま

し

た

。

一

一
支
給
額
は
月
額
一
万
二
干
円
で
一

給

付

額

引

き

上

げ

と

対

象

児

童

一

す

。

一

の

要

件

緩

和

一

O
対
象
児
童
の
国
籍
の
要
件
が
撤

一
廃
さ
れ
、
日
本
国
民
で
あ
る
父
母

五

十

年

十

月

一

日

か

ら

、

児

童

扶

養

一

で

す

。

一

文

は

養

育

者

が

、

日

本

国

民

で

な

手
当
の
給
付
額
が
改
正
さ
れ
、
対
象
児
一
マ
対
象
児
童
の
要
件
範
囲
の
拡
大
一
い
児
童
を
監
護
文
は
養
育
し
て
い

重
の
要
件
範
囲
が
拡
大
さ
れ
る
と
と
に
一
対
象
児
童
の
国
籍
の
要
件
が
撤
廃
一
る
場
合
に
つ
い
て
も
新
た
に
支
給

な
り
ま
し
た
。
改
正
の
主
な
も
の
は
次
一
さ
れ
、
日
本
国
民
で
あ
る
母
、
文
は
一
対
象
児
と
す
る
乙
と
に
な
り
ま

一

一

し

た

。

の
と
お
り
で
す
。
一
養
育
者
が
、
日
本
国
民
で
な
い
児
童
一

一

一

該

当

す

る

方

は

、

九

月

三

十

日

ま

で

児

童

扶

養

手

当

一

重

要

量

き

て

い

る

場

合

一

議

祉

事

務

所

で

認

定

棄

の

手

続

き

マ
給
付
額
の
引
き
上
げ
一
つ
い
て
も
新
た
に
支
給
安
児
と
す
一
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

O

児
童
一
人
の
場
合
の
月
額
九
工
る
と
と
に
な
り
ま
レ
士
一
手
続
き
が
遅
れ
ま
す
と
十
月
分
か
ら

八
百
円
が
一
万
五
壬
八
百
円
に
引
一
特
別
児
童
扶
養
手
当
す
支
給
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
一
マ
給
付
額
の
型
〔
王
げ
一
そ
の
他
詳
レ
い
乙
と
は
市
福
祉
事
務

O

児
童
二
人
の
場
合
は
月
額
一
万
一
同
額
一
万
一
千
三
百
円
が
一
万
八
一
所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

六
百
円
が
一
万
六
干
四
百
円
に
引
一
平
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
一
マ
対
象
児
童
の
要
件
筒
囲
の
拡
大

。
児
童
三
人
以
上
の
場
合
の
加
算
一

O
対
象
児
童
の
廃
疾
の
程
度
が
、

額
は
今
ま
で
ど
お
り
月
額
四
一
白
円
一
国
民
年
金
法
別
表
一
級
(
重
度
)

昭和50年国勢調査
愛媛県人口懸賞募集

用

途

地

域

決

定

8
月
初
日
か
ら
実
施

老後に備えて掛けよう

国民年金保険料

主著孟

昭和5年4月1日以前に生まれ

た人は生年月日に応じて虫の期

聞があれば畳けられます。

生年月日 i期聞
大5.4・1・以前 110年

大5・4'2-}.;6・4'1111年
大6・4・2-大7.4 . 1 112年
大7.4・2-大B.4.1 113年
大B.4・2-大9.4.11141手

大9・4・2-大10・4，1 115年

大10-4・2-大H・4'1116年

大11・4・2-大12.4・1117年

大:12.4・2-大13.4 -1 118年

大:13.4.2-大14.4'1 119年

大14・4・2-大15・4・11山 'e
大15.4・2-n{{2.4'1 121年

Ut12' 4. 2-llfi:1.4'1 122年

間3.4.2-附4.4田1123年

日り二 4，2-昭5.4-1 124年

敬
老
の
日
に
は
り
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
奉
仕

敬
老
の
日
の
行
事
と
し
て
大
洲
喜
多

一
銭
灸
(
は
り
き
ゅ
う
)
マ
ッ
サ
ー
ジ
師

一
会
及
び
盲
人
協
会
の
ご
厚
意
に
よ
り
鍛

一
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
無
料
奉
仕
か
次
の
と

h

一
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
希
望
者
は

大
洲
窓
会
福
祉
協
議
会
宋
田
清
一
貯
て
、
声
の
広
報
お
撃
を
は
じ
め
、
一
重
区
の
老
人
会
一
フ
プ
会
長
さ
ん
ま
で

室
長
)
は
、
八
月
六
日
、
市
内
の
目
否
養
1

娯
楽
な
ど
に
活
用
し
て
い
ま
す
一
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
た
だ
レ
、
首

の
不
自
由
な
人
た
ち
で
つ
く
っ
て
い
る
一
が
、
+
一
支
部
へ
回
す
と
不
足
す
る
の
一
三
十
人
ま
で
を
限
度
と
し
ま
す
の
で
早

視
力
障
害
者
協
会
(
川
本
満
議
会
長
)
一
で
、
も
っ
と
欲
し
い
と
の
希
望
が
多
く
一
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

に
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
四
台
を
プ
レ
ぜ
一
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
視
力
障
害
者
一
一
、
と
き
九
月
十
五
日
(
月
)
受

シ

ト

し

ま

レ

た

。

一

に

喜

ん

で

も

ら

お

う

と

、

ま

ご

と

ろ

銀

一

一

付

八

時

i

市
内
陸
、
現
在
約
四
百
人
の
目
立
行
の
基
金
か
ら
、
ヵ
セ
y
上ア
1
プ

レ

一

奉

仕

時

間

九

時

t

+

五

不
自
由
な
人
が
お
り
、
+
一
支
部
を
結
一
コ
ー
ダ
ー
を
贈
っ
た
も
の
で
す
o

一

時

ま

で

一

一

二

、

と

乙

ろ

大

洲

市

立

中

央

一

公

民

館

成
レ
て
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
を
進
め
て
一
川
本
さ
ん
ら
は
、
贈
ら
れ
た
テ
l
プ一

一

一

内

(

老

人

憩

の

家

)

お
り
ま
す
。
一
レ
コ
ー
ダ
ー
を
手
に
み
ん
な
で
楽
し
く
一
一
二
、
対
象
者
六
十
五
歳
以
上
の
空

視
力
障
害
者
協
会
は
、
大
淵
市
か
ら
一
利
用
し
た
い
と
感
謝
し
て
お
ら
れ
ま
し
一
敬
老
手
帳
持
参
く
だ
さ

テ

ー

プ

レ

コ

ー

ダ

ー

八

台

の

貸

与

を

受

一

た

。

ぃ

。

)

署名

年金の種類 現行年金額(月額) 改正年金額(月額) 実施年月

老齢年金 40年納付
円 円 円円

50年9月445，824(37，152) 543 ，360( 45 ，280) 
25年納付 278，640(23，220) 339，600(28，3ω) H 

10年年金 174， 150( 14，512) 212，2日(17，687) H 

5年年金 11I，456( 9，288) 135，840( 11 ，320) 1/ 

H 156，000(13，000) 50年10月

障害年金
|級 348，300(29，025) 424，500(35，375) 50年9月

2級 278，640(23，220) 339，600(28，300) H 

母子(準母子)年金 278，640(23，220) 、339，600(28，300) H 

遺児年金 278，640(23，220 ) 339，600(28，300) H 

自
の
不
自
由
な
人
に

太田会長からプレゼントを受ける川本さん

温
か
い
プ
レ
ゼ
ン
ト

m
d
f
z
 

一
一
一
一
二
一
諸
国
民
務
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

va司
一

mm須
務

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
九
月
二
十
一
日
任
期
満
了
と
な
る
農
一
第
一
選
挙
区
、
選
挙
管
理
委
員
会

=====FVE

一
業
委
員
会
委
員
の
一
般
選
挙
が
次
の
日
一
第
二
選
挙
区
、

h
v

一
程
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。
一
第
三
選
挙
区
1

管
団
連
絡
所

一
、
投
票
日
九
月
十
八
日
一
第
四
選
挙
区
、
新
谷
連
絡
所

二

、

立

候

補

受

付

日

一

第

五

選

挙

区

、

八

多

喜

連

絡

所

九
月
八
日
、
九
月
九
日
一
豆
、
農
業
委
員
の
任
務
は

午
前
凡
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
一

1

農
業
者
の
代
弁
者
で
す
。

ま

で

一

2

農
村
の
振
興
計
画
の
樹
立
、

三
、
選
挙
す
る
単
位
と
委
員
定
数
一
及
び
農
地
法
、
農
振
法
に
よ
っ

第
一
選
挙
区
(
大
制
)
五
人
一
て
、
農
地
の
有
効
な
利
用
ゃ
、
一
大
洲
市
都
市
計
画
用
途
泡
域
は
、
と
一
率
な
ど
の
一
定
の
制
限
を
設
げ
、
住
み

第
二
選
挙
区
(
平
野
、
南
久
米
)
一
交
換
分
合
、
農
地
の
あ
っ
堤
一
の
ほ
ど
知
事
の
承
認
及
び
決
墨
田
一
示
を
一
よ
い
都
市
づ
く
り
を
め
ざ
す
も
の
で
す

三
人
一
相
続
税
、
農
業
者
年
金
の
相
談
一
終
わ
り
、
昭
和
五
十
年
江
月
ニ
+
日
か
一
乙
の
た
び
決
定
さ
れ
た
田
川
途
地
域
の

第
三
選
挙
区
(
菅
同
大
川
)
一
な
ど
農
家
の
利
益
を
守
り
ま
す
一
ら
適
用
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
関
係
図
書
は
、
市
役
所
環
境
整
備
課
で

四
人
一

3
農
家
の
利
益
代
表
と
レ
て
、
一

ζ
の
府
議
地
域
は
、
第
一
種
住
居
専
一
縦
覧
に
供
し
て
お
り
ま
す
。

第
四
選
挙
区
(
費
角
柳
沢
)
一
農
政
の
推
進
を
は
か
り
ま
す
。
一
用
地
銀
、
第
二
種
住
居
専
用
地
額
、
住
一
今
後
新
し
く
家
を
建
て
た
り
、
増
改

四
人
一
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
市
選
挙
管
一
居
地
域
、
近
隣
商
業
譲
、
裏
地
域
一
築
な
毒
さ
れ
る
場
合
は
、
用
途
地
域

第
五
選
挙
区
(
一
一
一
善
、
八
多
喜
、
一
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
一
準
工
業
地
域
、
工
業
専
用
地
域
の
七
地
↑
関
係
図
書
を
み
て
住
み
よ
い
都
市
づ
く

上
須
戒
)
'
三
人
一
ぃ
。
一
減
に
区
発
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
む
と
一
り
に
と
協
力
く
だ
さ
い
。

四

、

立

候

補

居

出

場

所

一

一

に

患

築

物

の

用

途

-

建

ペ

い

率

、

容

積

一

(福祉年金〉

年金の種類 現行年金額(月額) 改正年金額(月額) 50年10月

老齢福祉年金 叩，OOO(7，500) 144，000(12，000) H 

障害福祉年金 |級
135 ，600( 11 ，3ω) 216，卿(18，000) N 

2級 90，000( 7，500) 144，000(12，000) H 

母福子祉(辛母年子金) 117，600( 9，800) 187，200(15，600) H 

老齢特別給付金 66，000( 5，500) 108，000( 9，0ω) " 



町
村
の
関
係
機
関
や
団
体
な
ど
、
二
十

団
体
約
千
人
と
県
盛
時
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、

自
衛
隊
の
舟
て
い
、
各
種
車
両
百
台
が

出
動
参
加
レ
ま
レ
た
。

訓
練
は
、
台
風
の
接
近
に
よ
る
災
害

の
発
生
を
想
定
し
、
警
察
本
部
の
警
察

通
信
開
設
訓
練
、
婦
人
会
員
等
に
よ
る

一
炊
き
出
レ
訓
練
、
県
瞥
の
レ
イ
ン
ジ
ヤ

第
三
回
愛
媛
県
総
合
防
災
訓
練
が
、
一
わ
れ
ま
し
た
。
一
団
体
や
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
被
災
一

l
部
隊
、
日
赤
救
護
班
に
よ
る
救
出
訓

七
月
十
八
日
午
前
十
時
か
ら
肱
川
河
川
一
こ
の
防
災
訓
練
は
、
万
一
の
災
害
発
一
者
の
避
難
救
聞
を
は
じ
め
災
害
の
拡
大
一
線
、
広
域
消
防
事
務
組
合
の
山
林
火
災
こ
の
よ
う
な
ご
要
望
に
お
と
た
え
し

敷
(
如
法
寺
川
原
)
で
大
が
か
り
に
行
一
生
に
備
え
て
、
防
災
関
係
機
関
、
各
種
一
防
比
、
人
命
救
聞
な
ど
応
急
対
策
の
完
一
防
御
訓
練
な
ど
十
二
項
目
に
わ
た
っ
て
一
大
州
電
報
一
電
話
局
で
は
墨
田
教
室
を
開

全
一
路
行
を
図
る
と
と
も
に
安
全
な
地
域
一
実
施
し
ま
し
た
G

一
催
し
て
お
り
ま
す
。

づ
く
り
を
目
的
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
一
大
洲
地
方
で
は
初
め
て
の
訓
練
と
あ
一
お
気
軽
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

す

。

一

っ

て

、

市

内

の

小

中

学

生

を

は

じ

め

市

一

訓
練
に
は
、
県
、
警
察
本
部
、
陸
上
一
民
多
数
か
見
学
す
る
中
で
正
午
過
ぎ
訓
一

自
衛
隊
松
山
駐
と
ん
地
隊
員
を
は
じ
め
一
練
は
終
わ
り
ま
し
た
c

大
洲
市
、
八
幡
浜
市
、
喜
多
郡
内
の
各

(2) 20日

"
き
び
き
び
と
本
番
さ
な
が
品

景風法操三
自
動
車
の
定
期
点
検
整
備
は
、
法
的

t

一
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

わ
一
自
動
車
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
、

削
一
次
に
よ
り
定
期
点
検
整
備
を
必
ず
受
け

1
一
て
、
安
全
運
転
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

一O

定
期
点
償
整
備

一
自
家
用
車
は
六
か
月
、
十
二
か
月

一
事
業
用
車
は
一
か
月
、
=
一
か
月
、

一
十
二
か
月
ご
と
に
実
施
レ
な
け
れ

一
ば
な
り
ま
せ
ん
o

一
第
十
回
愛
媛
県
消
防
課
法
大
洲
喜
多
一
合
う
も
の
で
す
o

i
l
-
z
E
i
f
-
-
5
J
l
i
J
l
i
J
L
E
i
-
O
定
期
点
検
整
備
は
最
寄
り
の
認
証
一
地
区
大
会
が
、
九
月
士
百
午
前
九
時

合

理

的

な

消

費

主

活

の

た

め

こ

一

工

場

で

で

き

ま

す

o

一
か
ら
午
後
一
一
一
時
季
、
罪
事
一
フ
ウ

ー

一

O

定
期
点
検
整
備
は
、
安
全
確
保
、
一
ジ
ド
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

消

費

生

活

懇

談

会

聞

く

一

時

官

官

の

観

点

か

ら

是

一

選

日

間

下

山

川

町

長

自

一O

定
期
点
検
整
備
に
つ
い
て
の
お
一
本
に
徹
す
る
と
と
も
に
、
機
械
器
具
の

消
費
者
と
業
者
が
相
互
に
理
解
と
信
牛
乳
が
最
近
水
く
さ
く
濃
度
程
く
な
一
尋
ね
は
次
の
と
乙
ろ
へ
し
て
く
だ
さ
一
整
備
蓄
量
操
作
に
精
号
、
安
全

頼
を
深
め
、
合
理
的
な
消
費
生
活
を
推
一
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
」
、
な
ど
の
質
一
ぃ
。
-
を
確
保
す
る
た
め
に
操
法
の
技
を
競
い

進
す
る
た
め
に
、
七
月
二
十
八
日
、
午
一
聞
に
対
し
て
、
業
者
か
ら
、
「
標
準
米
一

前
十
時
か
ら
、
国
民
宿
舎
臥
竜
寺
、
一
は
米
穀
年
度
変
わ
り
の
七
月
か
ら
古
米
一

J
J
J
の
安
全
性
こ
つ
い
て

消
資
生
活
愁
談
会
を
開
催
レ
ま
し
た
。
一
六
、
新
米
四
の
混
合
で
販
売
さ
れ
る
、
一

i
句

A

C
幸
二
個

E
L

て

つ

懇
談
会
に
は
、
消
費
者
代
表
と
し
て
一
牛
乳
は
脂
肪
を
均
質
化
レ
て
い
る
た
め
↑

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
十
五
人
を
は
じ
め
一
に
薄
く
感
じ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
他
一
学
校
給
食
の
パ
ツ
に
添
加
さ
れ
て
い
一
し
て
い
ま
す

o
yジ
ジ
は
人
体
に
必
要

各
種
差
官
代
表
、
行
政
機
関
な
ど
か
ら
一
の
問
題
に
つ
い
て
も
改
善
サ
ー
ビ
ス
に
一
る

D
ジ
シ
の
安
全
性
に
つ
い
て
お
知
ら
一
な
た
ん
ぱ
く
質
申
告
構
成
す
る
必
須
ア
ミ

約
三
十
人
が
出
席
し
、
流
通
機
構
の
間
一
努
め
た
い
「
な
ど
の
回
答
が
あ
り
ま
レ
一
せ
い
た
し
ま
す
。

D
ジ
ツ
は
で
ん
ぷ
ん
一
ノ
酸
の
一
つ
で
、
成
人
に
比
べ
て
成
長

題
点
、
生
鮮
食
削
料
品
、
日
用
品
の
適
正
一
た
。
一
や
糖
み
つ
を
原
町
糾
と
レ
て
、
酒
や
味
噌
一
期
の
児
童
生
徒
は
、
多
量
に
必
要
で
あ

価
格
な
ど
に
つ
い
て
意
見
の
交
換
が
あ
一
合
理
的
な
消
費
生
活
を
す
る
た
め
に
一
の
製
造
法
と
同
じ
発
酵
法
に
よ
り
精
一
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
文
部
省
で

り
ま
レ
た
。
一
は
消
費
者
自
身
が
自
覚
し
、
賢
い
消
費
一
製
さ
れ
た
純
度
の
高
い
も
の
で
す
。
一
は
刀
ジ
ン
を
摂
取
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

副
議
室
は
、
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
一
者
に
な
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
一
刀
ジ
ン
は
自
然
界
や
人
閣
の
体
内
に
一
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力
を
強
め
、
体
力

か
ら
の
質
問
に
業
者
代
表
な
ど
が
回
答
一
語
、
消
費
に
関
す
る
と
意
見
や
主
棄
ー
あ
る
物
質
で
あ
っ
て
、
食
品
衛
一
ゃ
活
動
力
を
向
上
さ
せ
る
点
で
大
い
に

す
る
方
法
で
行
わ
れ
ま
し
た
o

質
同
事
一
情
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
各
加
区
の
-
生
法
に
基
づ
き
、
食
品
へ
の
強
化
(
添
一
効
果
が
あ
る
と
い
っ
て
い
ま
す
。

項
は
、
米
、
酒
、
野
菜
、
肉
、
石
油
な
ど
一
モ
ニ
タ
ー
、
又
は
近
く
開
設
さ
れ
る
一
加
)
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
文
部
省
も
一
教
育
委
員
会

約
七
十
の
品
目
に
わ
た
り
、
「
新
米
は
一
消
費
者
苦
情
相
談
所
へ
と
連
絡
く
だ
さ
一
学
校
給
食
用
小
麦
粉
に
リ
ジ
ン
を

O
e
一

い
つ
頃
か
ら
販
売
さ
れ
る
の
か
」
、
「
一
い
。
一
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
強
化
す
る
こ
と
を
承
認
一

月8 昭和 50年嘩電車購:;:宇輔離鞠歩主第 234号

安
全
運
転
の
た
め
に

必
ず
定
期
点
検
整
備
を

愛
媛
県
陸
連
事
務
所

電
話
松
山
五
六
i
一
五
六
一

愛
媛
県
自
動
車
整
備
振
興
会

電
話
松
山
五
六
i
一
一
一
八
一

最
寄
り
の
認
証
工
場

「
電
話
教
室
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

電
話
を
も
っ
と
能
率
的
に
使
い
た
い

う
ち
の
新
入
社
員
は
電
話
を
敬
遠
し

て
因
る
e

.

.

 

電
話
に
つ
よ
く
な
る
干
刀
法
は
・

EEl-.

申
し
込
み
は
、

大
洲
四
I
三一一宍
U

一
番
へ
ど
う
ぞ

大
洲
電
報
電
話
局

敬

老

年

金

農

事

メ

モ

と

酢

生

活

生
臭
み
の
あ
る
魚
斜
理
に
は
仕

上
げ
に
酢
を
入
れ
る
と
に
お
い

が
消
え
ま
す
。

肯
た
ま
ね
ぎ
を
削
料
理
し
た
と
き

手
に
つ
い
た
臭
気
は
酢
を
乙
す

り
つ
け
る
と
す
ぐ
消
え
ま
す
。

肯
お
に
ぎ
り
や
に
ぎ
り
ず
レ
を

つ
く
る
時
、
手
酢
(
酢
と
水
を

同
量
加
え
て
つ
く
る
)
を
つ
日

て
に
ぎ
る
と
昧
が
し
ま
り
。
ま

た
手
の
殺
菌
も
で
き
る
と
言
わ

れ
ま
す
。

世
ご
ぼ
う
や
れ
ん
こ
ん
は
酢
を

加
え
て
水
で
煮
る
と
黒
変
が
防

新
谷
分
団
第
一
一
部

O
小
型
ポ
ン
プ
の
部

平
野
分
団
第
一
部

南
久
米
分
団
第
五
部

粟
津
分
間
第
三
部

こ
の
大
会
は
、
隔
年
ご
と
に
行
わ
れ
一

次
の
方
は
、
新
し
く
敬
老
年
金
か
受
一
大
州
市
か
ら
出
場
す
る
分
団
は
次
の
と
一

け
ら
れ
ま
ず
か
ら
、
福
祉
事
務
所
へ
申
↑
お
り
で
す
c

一

請

レ

て

く

だ

さ

い

。

一

O
自

動

車

ポ

ジ

プ

の

部

一

六
月
十
四
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
当
一
大
洲
分
団
第
一
部
二
班
一

市
に
居
住
す
る
、
明
治
二
十
七
年
九
月
一

十
六
日
か
ら
、
明
治
二
十
八
年
九
月
十
一

五
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。

消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
開
催

酢
は
暮
ら
レ
の
魔
術
師

あ
ら
ゆ
る
お
鰐
理
に
使
わ
れ
る
酢

は
、
く
ら
し
の
中
で
思
わ
ぬ
活
躍
ぶ

り
を
み
せ
ま
す
。

ま
ず
、
台
所
の
ア
シ
ス
タ
シ
ト
と

し
て世

ス

l
ブ
が
塩
か
ら
い
時
、
小

さ
じ
一
杯
の
酢
と
砂
糖
を
入
れ

て
も
う
一
度
火
に
か
貯
る
と
お

い
し
く
な
り
ま
す
。

世
油
っ
こ
い
斜
理
、
バ
タ
l
腕

き
フ
ラ
イ
な
ど
に
は
酢
を
か
け

て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

↓
刊
さ
ば
、
あ
じ
、
い
わ
し
な
ど

大
洲
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

定
例
会
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

ち
の
方
で
、
こ
れ
ら
の
診
断
や
生
活
指
一

導
を
受
け
た
い
方
は
次
に
よ
り
本
年
第
一

二
回
目
の
定
例
会
を
開
き
ま
ず
か
ら
と
一
四
国
郵
政
局
で
は
、
皆
さ
ん
の
大
切
一

参
加
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
、
詳
し
い
乙
一
な
郵
便
物
を
お
届
け
す
る
意
欲
あ
る
若
一

と
は
福
祉
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
一
い
ポ
ス
ト
マ
ジ
を
次
の
と
お
り
募
集
し
一
戸
…
…
…
…
心
山
川
叩
川
川

言
十
九
月
九
日
午
後
一
時
半
j
一

円

。

種

郵

便

外

務

一

緒

即

時

m
U
H紘
一
澗
…
瀞
糠
一
一

四

時

ま

で

一

募

集

合

四

園

地

区

百

八

十

人

一

f
t
R
k
h
k

二
、
場
所
愛
育
ホ
l
ム

一

一

8
月
引
日
中
央
病
院
④
4
5
5
1

一
応
募
期
間
九
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
一

(

旧

公

会

堂

一

隠

)

一

一

=

一

、

指

導

者

一

日

ま

で

一

川

月

日

リ

ヴ

ザ

愛

媛

整

肢

療

護

園

長

一

受

験

資

格

三

十

歳

以

下

の

男

子

の

方

一

イ

汁

げ

イ

タ

三
宅
良
品
先
生
一
申
込
み
先
四
国
郵
政
局
人
事
部
人
事
一
夕
刊
山

E

A
グ

砕

児

童

相

談

所

判

定

課

長

一

課

、

〒

七

九

Q
松
山
市
一
ヂ
幻
自

9

ヂ

ー

ー

ー

同

」

円

道

先

生

一

宮

田

町

八

ノ

五

一

ヂ

別

白

書

医

院

④

8
1
0
1

高

校

生

の

「

税

の

言

験

日

十

月

士

百

(

目

)

一

ヂ

お

日

中

央

病

院

④

4
5
5
1

一
試
験
場
所
松
山
市
、
雲
仙
島
市
一
診
療
時
間
午
前
8
時
半
i
午
後
6
時

作

文

し

募

集

中

一

一

稲

川

川

M
M
M
M
M

税

務

省

で

は

、

高

校

生

の

皆

さ

ん

か

一

そ

の

他

刊

誌

ド

案

内

な

ど

一

岡

闇

岡

剛

捌

ら
税
の
作
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
一
は
近
く
の
郵
便
局
に
あ
り
一

i
新
刊
図
書
葉
内

i

税

に

つ

い

て

、

日

ご

ろ

考

え

て

い

る

一

ま

す

。

一

こ
と
や
意
見
な
ど
、
税
に
関
す
る
も
の
一

I
l
l
i
-
-
l

一
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
シ
ピ
歩
コ
1
ス

で

あ

れ

ば

な

ん

で

も

結

構

で

す

。

一

ま

ご

こ

ろ

銀

一

了

一

l
野
球
入
門
O
Nの
野
球
コ

l
チ

一

3
f
一2
絵
と
き
ス
ポ
ー
ツ
オ
ー
ル
百
科

ふ

る

っ

て

応

募

く

だ

さ

い

。

一

一

マ

応

募

資

格

一

次

の

か

た

が

た

か

、

社

会

福

祉

事

業

一

3
手
品
奇
術
あ
な
た
は
魔
術
師

高
校
生
で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
応
募
一
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
ま
一

4
子
ど
も
判
料
理
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ッ
キ
ジ
グ

で

き

ま

す

。

一

と

こ

ろ

銀

行

へ

預

託

さ

れ

ま

し

た

。

一

5
絵
と
き
ク
イ
ズ
頭
の
ト
レ
!
ニ
シ
グ

マ

応

募

数

と

字

数

一

(

敬

称

略

)

一

6
犬
か
ら
虫
ま
で
ベ
ッ
ト
を
飼
お
う

一
人
一
編
、
二
一
干
字
以
内
で
、
実
一
二
十
万
円
(
香
典
返
し
)
一

7
遊
ぴ
の
百
科
あ
な
た
は
ゲ
ー
ム
チ
ャ

尾
に
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
学
校
名
一
大
洲
市
八
多
喜
町
大
本
毅
一
シ
ピ
オ
ン
(
古
田
久
三
郎
)

学
年
、
学
校
の
所
在
地
を
書
い
て
く
一
五
千
円
(
大
洲
育
成
国
へ
)
一

8
絵
と
き
診
断
あ
な
た
は
占
い
師

だ

さ

い

。

一

大

洲

市

吉

呂

吉

岡

友

陸

一

9
な
空
章
一
(
世
界
の
な
ぞ
世
界
ふ
し
ぎ

マ

締

め

切

り

一

三

千

円

尖

洲

学

園

へ

)

一

日

な

ぞ

驚

異

七

つ

の

世

界

の

七

不

思

議

九
月
五
日
(
金
隈
日
)
ま
で
に
、
一
大
洲
市
若
宮
古
岡
友
陸
一
日
原
始
人
の
く
ら
し
大
む
か
し
の
な
ぞ

税
務
署
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。
一
二
百
四
十
一
円
(
拾
得
金
)
一
ロ
驚
異
の
記
録
あ
の
事
件
を
追
え

マ

表

彰

一

大

洲

市

新

谷

朝

日

安

男

一

日

驚

異

の

記

録

世

界

シ

ョ

ッ

キ

シ

グ

事

優
秀
作
文
十
五
編
に
国
税
一
片
長
官
一
一
千
円
(
親
善
リ
ノ
フ
ト
ポ
1
ル

大

一

件

(

大

野

進

)

賞
(
賞
状
と
記
念
品
)
を
贈
呈
、
ま
一
会
助
成
金
の
一
部
)
一

u一
日
本
一
世
界
一
世
界
び
っ
く
り
情
報

た
こ
れ
に
次
ぐ
佳
作
に
は
国
税
問
長
一
市
役
所
職
員
親
善
Y
フ
ト
ボ
l
一
日
絵
と
き
S
Fも
し
も
の
世
界

賞
を
贈
呈
レ
ま
す
o

一

ル

大

会

A
チ
l
ム

一

日

な

P
神
秘
動
物
の
超
能
力

げ
ま
す
o

次
に
酢
は
健
康
管
理
に
も
役
立
っ

て
い
ま
す
。

女
眠
れ
な
い
時
、
大
さ
じ
一
一
杯

の
酢
を
飲
む
と
、
イ
ラ
イ
ラ
が

解
消
レ
よ
く
眠
れ
ま
す
。

肯
か
ぜ
を
ひ
き
か
け
た
時
、
酢

大
さ
じ
一
杯
、
塩
大
さ
じ
ニ
杯

を
コ
ッ
プ
に
入
れ
て
う
が
い
を

す
る
と
、
酢
の
強
い
殺
菌
力
で

よ
い
結
果
が
え
ら
れ
ま
す
。

女
ね
ん
ざ
に
は
、
酢
の
ハ
ッ
プ

剤
(
小
麦
粉
を
煮
沸
し
た
酢
で

適
当
に
ね
っ
た
も
の
)
を
は
る

と
熱
が
と
れ
、
痛
み
も
な
お
り

ま
す
。

最
後
に
、
く
ら
し
の
中
に
酢
を
と

り
入
れ
た
効
果
的
な
も
の
を
紹
介
し

大
洲
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
(
沢
井
利
一
ピ

y
テ
1
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

考
会
長
)
で
は
、
年
四
回
の
定
例
会
を
一
本
人
は
も
ち
ろ
ん
家
庭
全
体
の
夜
護
を

開
催
レ
、
在
宅
の
肢
体
不
自
由
児
及
び
一
推
進
レ
て
い
ま
す
。

精
神
薄
弱
児
に
対
す
る
地
域
で
の

y
ハ
一
身
体
的
又
は
精
神
的
な
障
害
を
お
も

大大
洲
市

JlI指
所所 定
在有、4 天
地者に圭然

記
昭大山手L念
EP下物
1宮茂 j同
月乙
30九満
日四
指八氏
定ノ

大
川
公
民
館
よ
り
東
へ
百
メ
ー
ト

ル
、
南
方
に
通
ず
る
市
道
が
あ
り
、

橡
(
と
ち
)
元
川
漢
涜
に
沿
っ
て
、

お
よ
そ
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
上
る
と
入

口
を
北
に
す
る
鎚
乳
洞
へ
し
よ
う
に

ゅ
う
ど
う
)
に
達
し
ま
す
。

大川鍾乳洞入口

入
口
は
腰
を
か
か
め
て
入
り
得
る

ほ
ど
の
大
き
さ
で
、
奥
行
き
二
十
メ

ー
ト
ル
、
幅
は
広
い
と
と
ろ
で
五
メ

ー
ト
ル
、
と
こ
ろ
ど
と
ろ
に
支
洞
が

あ
り
、
二
つ
の
出
口
は
辛
う
じ
て
は

い
出
る
大
き
さ
で
す
o

通
ず
る
洞
の
傾
斜
は
十
五
度
か
ら

七
十
度
あ
り
、
所
々
に
石
柱
と
石
笥

(
せ
き
じ
ゅ
ん
)
を
生
じ
て
い
る
。

石
灰
岩
は
喜
多
郡
お
よ
び
東
宇
和
郡

な
ど
に
分
布
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

付
近
で
は
穴
川
以
外
に
鍾
乳
洞
の
知

ら
れ
て
い
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
の
錆
乳
洞
は
小
形
で
す
が
、
学
術

上
貴
重
な
も
の
と
し
て
こ
れ
を
大
切

に
保
護
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

鈍
乳
洞
に
通
ず
る
眼
下
の
橡
一
冗
川

渓
谷
は
、
自
然
が
そ
の
ま
ま
保
存
さ

れ
美
し
さ
は
ま
た
格
別
で
す
。
「
ハ

イ
キ
ン
グ
の
季
節
に
な
り
ま
す
。
鍾

乳
洞
の
見
学
と
併
わ
せ
て
、
自
然
美

の
橡
元
川
渓
谷
を
歩
い
て
く
だ
さ

い」
0

市
教
育
委
員
会

相
談
ど
と
案
内

ま

レ

ょ

う

。

三

女
新
し
い
ホ

i
ロ
1
引
き
の
な
一
一
一
交
通
事
故
相
談
日

ぺ
で
色
の
つ
い
て
い
る
も
の
は
=
一

9
月
刊
白
川
時
I
M時

カ
ド
ミ
ワ
ム
が
溶
出
し
や
す
い
一
一
一

9
月

初

日

ヂ

の
で
酢
を
入
れ
て
三
十
分
煮
沸
一
一
一
大
洲
市
復
附
第
一
会
議
室

レ
て
か
ら
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
一
一
一
人
様
相
談
日

世
ガ
ラ
ス
器
は
、
酢
を
、
洗
い
一
一
一

9
月
初
日
日
時

t
M時

水
に
加
え
て
洗
う
と
美
し
ミ
よ
一
一
一
回
大
洲
公
会
堂
内
社
会
福
祉
協
議

く

光

り

ま

す

。

一

一

一

会

事

務

室

大
畳
の
よ
ご
れ
は
、
酢
を
落
と
一
一
一
心
配
ご
と
相
談
日

し
た
水
で
ふ
く
と
き
れ
い
に
な
一
一
一

9
月
1
日

日

時

t
m時

り

ま

す

。

三

9
月

刊

日

ん
T

こ
の
よ
う
に
酢
は
暮
ら
し
の
中
で
一
一
一

9
月
初
日

9

非
常
に
役
立
つ
も
の
な
の
で
す
o

さ一一一

9
月

お

日

砕

っ
そ
く
た
め
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
一
一
一
旧
大
洲
公
会
堂
内
社
会
福
祉
協
議

十
♂
洲
農
業
改
良
普
及
所
二
一
会
事
務
室

三
家
庭
児
童
相
談
日

三

毎

日

8
時
半

i
げ
時

た
だ
し
、
土
曜
日
は
8
時
半
i

ロ
時
、
日
曜
、
祝
日
は
休
み

ま
す
o

郵
便
外
務
職
員
募
集

市
福
祉
事
務
所



状況の計
.6.. 
~ 特別

政財の市洲大 昭和49年4月1日
昭和50年3月31日
自
主

場一一一
1，417千円

1，173 

1，172 

1 

畜
額

額

額

引

一一一ーと
現

済

済

算

入

出

予

収

支

差

一一一国民健康保険一一一
額

額

額

818，879千円

824，187 

777，999 

46，188 

現

済

済

算

入

出

予

収

支

差

(単位千円)図執行額口予算額

泉一一一
2，627千円

1，403 

2，499 

1，096 ム

予

収

支

差

額

額

額

引

一一一温
現

済

済

一一一交通傷害保障一一一
4，426千円額

額

額

引

現

済

済

算

入

出

ム

予

収

支

差

算

入

出

予

収

支

差

一一国保診療所一一
29，309千円

15，059 

28，731 

13，672 

額

額

額

引

現

済

済

算

入

出

予

収

支

差

水道一一一
15，442千円

9，193 

15，109 

5，916 

一一一簡易
額

額

額

現

済

済

算

入

出

~
目

VM制
調
州
側
r心へ川山品川山山内

3
4
m
m
f
h
w叫
対
剖
捌
語
、

Z
抑
制
一
柳
川
被
川
4
2

(歳出)
b 
低

一一土地取得造成一一一
69，3]0千円額

額

額

引

現

済

済

算

入

出

予

収

支

差

ム

済一一一
73，757千円

68，293 

59，940 

8，353 

共一一一農業
額

額

現

済

済

算

入

出

予

収

支

差

工業用水道事業会計 水道事業会計 国民宿舎事業会計 病院事業会計

(1)給水戸数 6，289戸 (1)収容能力 (1)病床数 170床

(2)総配水量 宿 泊 110人 (2)診療科

内科、外科、整形外科

(→ 2，354，535ぱ 休 憩 200人 産婦人科、皮ふ泌尿器科

うち有収水量 (2)職員数 1人 理学診療科

1，848，231m' 事務吏員
眼科(休診中)

事 1人
耳鼻咽喉科(休診中)

有収率 78.5% (3)利用者数 (3)職員数 86人

業 (3) 1日平均配水量 (イ)宿泊利用者 医師6人、看護婦51人
医療技術員 9人

6，451m' 15，126人 事務職員 10人
の その他の職員10人うち有収水量 (同休憩利用者

5，064m' 9，739人 (4)患者数及び診療収入

概
(4)職員数 8人 付入浴利用者 外 延患者数 68.992人

来 診唖収入 154.949千円 l 事務吏員 4人 58，051人
要

技術吏員
人 延患者数 60，840人|

3人
院 診療収入 389.970千円

その他の職員 1人
その他の医療収入 9.249千円

A ロ 計 554.168千円

項 目 金額 項目 金額 工頁 目 金額 項目 金額

千円 千円 子円 千円
総収益 7 総収益 63，356 総収益 66，639 損総収益 560，051 
損 営業外費用 7 損営業収益 62，813 損営業収益 65，948 医業収益 554，168 
(二)益 益 営業外収益 543 主主 営業外収益 691 益 医業外収益 5，883 
計総費用 302 計総費用 61，742 計総費用 64，419 計総費用 544，602 
車王
算 営業質問 133 算常業費用 50，484 算営業費用 61，384 算医業費用 532，762 
営業外費用 169 常業外費用 11，258 営業外費用 3，035 室目 医業外費用 11，840 

E里
書当期純損失 295 書当期純利益 1，614 書当期純利益 2，220 当期純利益 15，449 

の
千円 千円 千円 千円

資資本的収入 11，000 資資本的収入 。資資本的収入 。資資本的収入 51，040 
;1犬
本企業債 11，000 企業債 51，000 

本 本 本電話債券

的償還金
40 

況的 資本的支出 11，000 的資本的支出 9，938 的資本的支出 2，254 
収資本的支出 74，907 

収建設改良費 11 ，000 収建設改良費 6，119 収建設改良費 602 建設改良費 66，849 
支 支企業債

3，819 支企業債 1，652 支企業債 8，058 償還金 償還金 償還金

住宅改修資金貸付事業ー
額

額

額

16，699千円

17，831 

15，281 

2，550 

自昭和49年4月1日
至昭和50年 3月1日

現

済

済

状況

算

入

出

予

収

支

差

の計

額

幅

制

額

引

事業

一一一一プルドーザ一一一一一

A

令
官

5，932千円

5，492 

4.465 

1，027 

現

済

済

算

入

出

予

収

支

差

出)

新 橋

一般会計(歳

内河大

実年金積立金還元融資〉

~I保険積立金還元融資)

リ予算執行状況

64 f"/lJ 
cん



。財政状況の公表
大洲市告示第25号

大洲市財政状況の公表等に関する条例及び地方公営企業法

第40条の 2の規定により昭和49年4月1日から昭和50年3月31日

まで(昭和49年度)の本市財政状況及び業務状況を次のとおり

公表します。

昭和 50年 7月 18日

大洲市長 村 上 清 士
口

。人口。世帯数
。面積

3 8， 3 7 9人

1 0， 4 3 8世帯

2 4 0.9 3km2 
(50.3.31現在)

市有財産の状況
昭和50年3用31日現在

種 JJU 面 積 等 金 額

宅 地 391， 435m 257，766千円

山 林 2，962，120 45，982 

回 畑 13，790 387 

雑 種 地 8，157 45 

建 物 111，240 1，708，129 

立 木 46，927nt 172，642 

財政調繋基金

滅債基金

土地開発基金

その他特定目的基金

出 資金

計

3，902千円
2，002 
122，416 
8，258 

23，350 

159，928 

公債費の状況
(1)長期債 昭和50年3月31日現在

入 先|舞金| 現 債 高 l'世帯当たり額 1 '人当たり額

|大 蔵 省 88 645，078千円 16，808円

計般会
郵 政 省 34 385，930 36，974 10，056 

そ の {也 82 712，815 68，290 18，573 

計 204 1，743，823 167，065 45，437 

特 大 蔵
省|

4 47，415 4，542 1，235 

雲郵政省 4 32，703 3，133 852 

f也 2 74，934 7，179 1，953 

小計 10 155，052 14.854 4，040 

1ロ入 計 1制| 1，898，875 181，919 49，477 

(2)一時借入金
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市税と住民負担の状況
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昭和49年度
一般会計予算の執行状況

(歳入)

一般会計(歳入)

分ill金投び負m金1.8%
寄付金1.6%
白動車取得税交付金1.1%

肱北保育所新築事業(国j

市首住宅建設事業(簡易

一般会計性質思|
繰 /1¥ 1150，523千円1.3'"

民吉復旧費59，893千円1.6ト

第 |号肱川緑地公園


